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 た曲線が10Kでの測定で,温度上昇と
 共に平たくなり,最も平たい臨線が298
 Kでの測定である。(b)RbCiにおける
 Ag㎜のC帯の形状関数。(c)同上計算
 結果。
o
 図(a)KIにおけるCa+のC帯,最も尖っ
す
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 論文審査の結果の要旨
 イオン結晶内の不純物イオンによる光吸収スペクトルは,格子振動との相互作用により一般に複
 雑な様相を示す。特に,立方対称場におけるA19→T1、電子遷移の吸収帯の形状関数については・
 古くから理論実験の両面に亘り多大の興味を持たれて来た。T1+などに見られる形状関数の三重構
 造は,豊沢,井上1両氏により動的Jah且一Te慧er効果の結果として説明された1`すれども,両氏の理
 論は半古典的な取扱であって,電子と格子振動との強結合の極限,或いは高温の極限においてのみ
 厳密な結果を与えるような近似になって居り,それ以外の場合については満足すべき取扱がなかっ
 た。
 著者は上記の点に注目し,基底準位と励起準位が億の準位から孤立しているといういわゆる二準位モデルを
 とり,電子格子の一次の相互作用を仮定して,スペクトルの様相を結合定数及び温度の全領域に亘
 って理論的に解明しようと企てた。先ず中間結合の場合に,工ndependentOrderingApprox1-
 mat孟on(王OA)と称する近似を用いた量子論的取扱を創案し,解析的計算と数値計算とを併用す
 ることにより,形状関数を温度,結合定数の劇数として半解析的に表わすことに成功した。更に数
 値的に正確に解ける特殊な場合にIOAを適用することにより,これが一般に高い精度をもつ近似
 であることを確認している。弱結合の場合には形状関数にいわゆるフォノン構造が現れるが,著者
 は形状関数の特性関数にキュムラント展開を施して一種の積分方程式に導き,それを解くことによ
 リフォノン構造の強慶サ間隔などに関する理論を建設することに成功している。著者は更に二次の
 電子格子相互f乍用か形状関数に及ぼす影響をも調べ,Ag一中心の吸収帯に見られる特異な非対称性
 にも満足な説開を・与えることができた。
 本論文は固体光物性における多年の懸案にほゴ完全な解決を与えたもので,著者の高度の研究能
 力を実証すると共に,斯学:の発展に寄与するところ誠に多大である。よって那須奎一郎提出の論文
 は理学博士の学位論文として合格と認める。
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